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関
羽
文
献
の
本
伝
に
つ
い
て

伊
藤

晋
太
郎

一
、
は
じ
め
に

陪
唐
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
関
羽
崇
拝
は
、
明
清
に
い
た
っ
て
隆
盛
を
極
め
る
。
関
羽
崇
拝
の
拡
大
・
普
及
に
伴
っ
て
、
元
代
以
降
、
関
羽

の
伝
記
や
伝
説
、
関
羽
に
関
す
る
評
論
や
詩
調
な
ど
を
収
録
し
た
文
献
が
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
文
献
を
本
稿
で
は
「
関
羽
文
献
」

と
総
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
「
関
羽
文
献
」
の
内
容
は
多
岐
に
渉
り
、
文
献
に
よ
っ
て
、
ま
た
時
代
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
関
羽
の
伝
記
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
伝
記
は
基
本
的
に
「
本
伝
」
と
題
さ
れ
て
い

る
(
炉
、
そ
の
「
本
伝
」
の
内
容
も
や
は
り
文
献
ご
と
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
「
関
羽
文
献
」
中
の
「
本
伝
」
の
内
容
に

つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
内
容
の
違
い
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
違
い
が
生
ず
る
に
至
っ
た
原
因
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
「
関
羽
文

献
」
の
性
格
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

と
は
い
え
、
「
関
羽
文
献
」
は
元
代
か
ら
民
国
期
に
い
た
る
ま
で
、
お
び
た
だ
し
い
点
数
が
世
に
出
て
お
り
、
そ
の
全
て
を
扱
う
の
は
難

し
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
魯
愚
等
編
『
関
帝
文
献
匪
編
』
(
国
際
文
化
出
版
公
司
、

一
九
九
五
年
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
関
羽
文
献
」

。
フ
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を
検
討
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
す
る
。
『
関
帝
文
献
匿
編
』
所
収
の
文
献
の
う
ち
、
本
稿
が
定
義
す
る
「
関
羽
文
献
」
に
あ
て
は
ま
る
も
の

は
、
『
漢
前
将
軍
関
公
洞
志
』
『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
」
『
関
聖
陵
廟
紀
略
』
『
聖
蹟
図
誌
』
『
関
帝
志
』
『
関
帝
事
蹟
徴
信
編
』
『
関
帝
全

童
日
』
『
関
壮
謬
侯
事
誠
一
」
の
八
種
で
あ
り
、
そ
の
全
て
が
関
羽
の
伝
記
を
載
せ
る
。
た
だ
し
、
『
関
壮
謬
侯
事
誠
一
」
の
伝
記
は
年
表
形
式
に
な

っ
て
お
り
、
他
と
形
式
が
異
な
る
た
め
、
検
討
対
象
か
ら
外
す
。

ま
ず
、
対
象
と
す
る
「
関
羽
文
献
」
の
書
誌
情
報
を
整
理
し
た
後
で
、
序
文
等
か
ら
編
纂
者
の
ス
タ
ン
ス
を
読
み
取
る
。
次
に
「
本
伝
」

の
内
容
を
具
体
的
に
比
較
検
討
す
る
。
最
後
に
、
対
象
と
し
た
「
関
羽
文
献
」
の
性
格
に
つ
い
て
、
「
本
伝
」
の
比
較
検
討
を
ふ
ま
え
て
論

ド
レ
スω。

二
、
対
象
と
す
る
「
関
羽
文
献
」
に
つ
い
て

本
節
で
は
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
「
関
羽
文
献
」
の
書
誌
情
報
を
示
し
、
序
文
等
か
ら
編
纂
者
の
ス
タ
ン
ス
を
う
か
が
う
。
本
稿
で
対
象

と
す
る
『
関
帝
文
献
匿
編
』
所
収
の
「
関
羽
文
献
」
の
書
誌
情
報
は
次
の
通
り
。
文
献
は
古
い
順
に
並
べ
、
便
宜
上
書
名
の
前
に
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。

A

「
漢
前
将
軍
関
公
洞
志
」

九
巻
。
明
・
越
欽
湯
撰
、
焦
抜
訂
、
万
暦
三
十
一
年
(
一
六
O
三
)
序
重
刻
本
影
印
。

B

「
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
五
巻
。
慮
湛
輯
、
康
照
三
十
二
年
(
一
六
九
三
)
初
刻
、
光
緒
二
年
(
一
八
七
六
)
上
海
翼
北
堂
重

刻
本
影
印
。

c

『
関
聖
陵
廟
紀
略
」

四
巻
、
後
続
一
巻
。
清
・
王
再
書
輯
、
康
照
四
十
年
(
一
七
O
ニ
初
刻
、
清
代
重
刻
本
影
印
。

D

『
聖
蹟
図
誌
』
十
四
巻
。
清
・
葛
嵩
輯
、
羅
正
十
一
年
(
一
七
三
三
)
序
劉
茂
生
刻
本
影
印
。
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E

『
関
帝
志
』

四
巻
。
張
鎮
輯
、
乾
隆
二
十
一
年
(
一
七
五
六
)
序
刻
本
影
印
。

F

『
関
帝
事
蹟
徴
信
編
』

三
十
巻
、
首
一
巻
、
末
一
巻
。
周
広
業
・
崖
応
棺
輯
、
乾
隆
三
十
九
年
(
一
七
七
四
)
初
刻
、
光
緒
八
年

(
一
八
八
二
)
序
侯
邦
典
重
刻
本
影
印
。

G

『
関
帝
全
書
』

四
十
巻
。
黄
啓
曙
輯
、
成
豊
八
年
(
一
八
五
八
)
初
刻
、
光
緒
十
五
年
(
一
八
八
九
)
序
王
家
瑞
重
刻
本
影
印
。

こ
れ
ら
の
文
献
の
中
に
は
い
か
な
る
ス
タ
ン
ス
で
編
纂
さ
れ
た
の
か
を
序
文
等
で
示
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
明
の
官
更
で
あ
っ
た
趨
欽

湯
は
、
A

「
漢
前
将
軍
関
公
洞
志
』
を
出
版
し
た
理
由
を
後
序
「
重
刻
関
志
顛
末
」
に
お
い
て
、
「
わ
が
州
(
解
州
)
に
は
も
と
も
と
関
公

集
が
あ
り
、
出
版
さ
れ
た
の
も
一
度
だ
け
で
は
な
い
。
(
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
)
蒐
集
し
た
も
の
の
多
く
が
卑
俗
で
あ
り
、
選
択
や
並
べ
方

も
か
な
り
間
違
っ
て
い
る
」
か
ら
と
述
べ
、
そ
れ
ゆ
え
自
分
が
出
版
し
た
と
す
る
。

き
ず
、
清
の
慮
湛
は
B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
の
序
文
に
お
い
て
、
「
逸
聞
や
潰
事
を
一
記
し
た
野
史
に
見
え
る
よ
う
な
信
じ
る
こ
と
が
で

い
や
し
く
て
文
章
が
美
し
く
な
い
も
の
は
削
除
し
た
」
と
、
そ
の
編
纂
の
方
針
を
述
べ
る
。
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E

『
関
帝
志
」
を
編
纂
し
た
清
の
解
州
知
州
・
張
鎮
は
序
文
で
、
「
考
え
る
に
こ
れ
よ
り
前
に
は
元
の
胡
光
薄
(
胡
靖
)
・
明
の
呂
淫
野

(
呂
栴
)
・
越
新
盤
(
越
欽
湯
)
お
よ
び
国
朝
の
張
運
青
(
張
鵬
閥
)
ら
諸
氏
が
代
々

(
関
羽
に
ま
つ
わ
る
)
書
物
を
編
纂
し
て
き
た
が
、

あ
る
も
の
は
簡
略
で
十
分
と
は
い
え
ず
、
し
か
も
長
い
年
月
を
経
過
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
刻
本
も
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で

公
務
の
余
暇
に
、
収
集
と
収
録
に
努
め
、
管
見
を
加
え
て
、
郡
の
挙
人
の
喬
寿
憧
君
と
、
互
い
に
検
証
し
あ
っ
て
こ
れ
を
考
証
・
訂
正
し
、

四
巻
に
ま
と
め
た
」
と
、
編
纂
の
過
程
を
述
べ
る
。

乾
隆
年
間
に
出
版
さ
れ
た
F

『
関
帝
事
蹟
徴
信
編
」
で
は
、
文
人
の
慮
文
招
が
序
文
に
お
い
て
、
「
海
昌
の
周
耕
庄
(
周
広
業
)
・
武
原

(192) 

の
崖
秋
谷
(
崖
応
棺
)
は
、
以
前
か
ら
厳
格
に
神
(
関
羽
)
に
仕
え
て
き
た
の
で
流
伝
し
て
い
る
話
の
多
く
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
恐
れ



て
い
た
。
そ
こ
で
(
資
料
を
)
広
く
探
し
集
め
て
物
事
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
尽
く
し
(
が
」
と
、
二
人
の
編
者
の
志
を
代
弁
す
る
。

以
上
の
四
種
の
文
献
の
序
文
等
か
ら
、
こ
れ
ら
の
「
関
羽
文
献
」
が
先
行
す
る
文
献
の
誤
り
を
正
し
て
い
る
こ
と
を
標
梼
し
て
い
る
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
「
本
伝
」
も
当
然
そ
の
方
針
に
則
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
次
節
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
関
羽
文

献
」
の
「
本
伝
」
を
比
較
検
討
す
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
が
ど
の
よ
う
に
誤
り
を
正
そ
う
と
し
て
い
る
か
を
探
る
こ
と
に
も
な
る
。

尚
、
C

「
関
聖
陵
廟
紀
略
』
-
D

『
聖
蹟
図
誌
』
の
序
文
に
も
そ
の
編
纂
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
上
記
の
四
文
献
の
よ
う
な
、
先
行

文
献
の
誤
り
を
正
す
こ
と
を
標
梼
す
る
よ
う
な
文
字
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

D

『
聖
蹟
図
誌
』
は
、
そ
の
序
文
等
か
らB

『
関
聖
帝
君

聖
蹟
図
誌
全
集
』
に
か
な
り
私
淑
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
G

『
関
帝
全
書
』
の
序
文
は
「
文
昌
帝
君
奉
玉
旨
降
筆
序
」

と
な
っ
て
い
て
他
の
文
献
の
序
文
と
性
格
を
異
に
す
る
。

一
一一、

「
関
羽
文
献
」
の

「
本
伝
」
の
内
容

本
節
で
は
、
各
「
関
羽
文
献
」
の
「
本
伝
」
の
内
容
を
比
較
検
討
す
る
。
た
だ
し
、
全
て
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る
こ
と
は
紙
幅
の
都
合
上

困
難
な
の
で
、

い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
と
り
上
げ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
正
史
『
三
国
志
』
の
記
載
と
違
う
も
の
に
特
に
留
意
し
な

が
ら
検
討
す
る
。
正
史
『
三
国
志
』
の
記
述
と
異
な
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
そ
の
出
処
や
、
そ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
原

因
を
探
っ
て
い
く
。
ま
た
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
挿
入
位
置
に
つ
い
て
も
問
題
視
し
た
い
。

尚
、
F

『
関
帝
事
蹟
徴
信
編
』
の
「
本
伝
」
は
、
基
本
的
に
正
史
『
三
国
志
』
関
羽
伝
の
本
文
と
同
じ
で
あ
り
、
た
だ
、
韓
を
「
某
」
に

作
り
、
詮
の
「
壮
謬
侯
」
を
「
忠
義
艇
」
に
作
る
点
が
異
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
よ
っ
て
、
本
節
で
は

F
『
関
帝
事
蹟
徴
信
編
』
に
つ
い
て
は

触
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。
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(
ご
出
身
地
と
、
沼
郡
に
い
た
る
原
因

ま
ず
、
関
羽
の
出
身
地
と
、
関
羽
が
深
郡
に
い
た
る
原
因
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
関
羽
文
献
」
の
「
本
伝
」
で
ど
の
よ
う
に
記
載
し

て
い
る
の
か
を
正
史
三
一
民

E
の
記
載
と
あ
わ
せ
て
見
て
い
く
。

O
正
史
『
三
国
志
』
関
羽
伝

関
羽
字
雲
長
、
本
字
長
生
、
河
東
解
人
也
。
亡
命
奔
深
郡
。

A

『
漢
前
将
軍
関
公
洞
志
』

漢
前
将
軍
・
俄
節
銭
・
督
荊
州
事
・
姓
閥
氏
名
羽
、
字
雲
長
、
本
字
長
生
、
河
東
解
人
也
。
為
人
勇
而
有
義
。
好
諦
『
左
氏
春
秋
』
、

略
皆
上
口
。
嘗
避
地
奔
沫
郡
。

B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』

関
帝
詳

字
雲
長
、
本
字
長
生
、
河
東
解
梁
賓
池
里
下
橋
村
人
也
。
為
人
義
勇
絶
倫
。
好
譲
「
左
氏
春
秋
』
、
訊
諦
略
皆
上
口
。
嘗
避

地
深
郡
。

c

『
関
聖
陵
廟
紀
略
』

侯
姓
閲
氏
誇
羽
、
字
雲
長
、
本
字
長
生
、
河
東
解
人
也
。
為
人
勇
而
有
義
。
好
讃
『
左
氏
春
秋
』
。
嘗
避
地
奔
沫
郡
。

D

『
聖
蹟
図
誌
』

閥
聖
帝
君
、
名
羽
、
字
雲
長
、
仕
漢
。
漢
封
為
塗
冠
将
軍
・
漢
書
亭
侯
・
線
督
荊
州
事
・
前
将
軍
・
俵
節
銭
・
壮
謬
侯
。
帝
之
生
也
、

天
性
剛
正
、
好
讃
『
左
氏
春
秋
』
。
:
:
:
霊
帝
末
年
、
聞
比
郊
哀
甚
、
知
韓
守
義
遭
郡
豪
呂
熊
茶
毒
、
連
七
姓
娼
璃
蔑
職
。
帝
眺
裂
、

- 33-(190) 



訴
七
姓
、
避
地
一
体
郡
。

(189) 

E

『
関
帝
志
』

帝
姓
関
名
羽
、
字
雲
長
、
本
字
長
生
、
河
東
解
人
也
。
為
人
勇
而
有
義
。
好
諦
『
左
氏
春
秋
」
、
略
皆
上
口
。
常
避
地
奔
深
郡
。

G

「
関
帝
全
書
』

関
帝
韓
日
、
字
雲
長
、
本
字
長
生
、
河
東
解
梁
賓
池
里
下
溝
村
人
也
。
身
長
九
尺
六
寸
、
第
長
一
尺
八
寸
、
面
如
重
棄
、
唇
若
丹
妹
、

鳳
目
譲
眉
、
験
有
七
癒
。
為
人
義
勇
絶
倫
。
好
讃
『
左
氏
春
秋
』
。
嘗
避
地
深
郡
。

関
羽
の
出
身
地
に
つ
い
て
、

A
・
C
-
E

は
「
河
東
解
」
と
す
る
が
、
B
と

G

は
「
河
東
解
梁
賓
池
里
下
溝
村
」
と
す
る

(
Dは
関
羽
の

出
身
地
を
記
さ
な
い
)
。
正
史
『
三
国
志
』
関
羽
伝
に
は
「
河
東
解
」
(
河
東
郡
解
県
)
と
あ
る
か
ら
、
「
河
東
解
」
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う

B
『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
とG
『
関
帝
全
書
』
は
い
ず
れ
も
聖
蹟
図
を
収
録
す(
μ
oこの
聖
蹟
図
で
は
関
羽
の
出
身
地
を
「
解
梁
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が
、
で
は
、
B
と

G

は
何
故
に
「
河
東
解
梁
賓
池
里
下
鴻
村
」
と
し
て
い
る
の
か
。

常
平
村
賓
池
里
五
甲
」
と
す
る
。
「
下
橋
村
」
「
常
平
村
」
と
違
い
は
あ
る
が
、F

『
関
帝
事
蹟
徴
信
編
』
巻
十
三
「
名
蹟
」
に
引
く
『
旧
平

陽
府
志
』
に
は
、
「
常
平
下
鴻
郁
は
、
す
な
わ
ち
関
羽
が
か
つ
て
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
は
廟
が
建
っ
て
い
る
」
と
あ
る
の
で
、

同
一
の
場
所
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
解
梁
」
は
、
春
秋
時
代
に
解
県
が
「
解
梁
城
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
基
づ
く
。
唐
の
董
促
も

「
荊
南
節
度
使
江
陵
手
斐
公
重
修
玉
泉
関
廟
記
」
に
お
い
て
、
「
将
軍
は
姓
を
関
、
名
を
羽
と
い
い
、
河
東
解
梁
の
人
で
あ
る
」
と
記
し
、
関

羽
の
出
身
地
を
「
解
梁
」
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
聖
蹟
図
は
解
州
知
州
で
あ
っ
た
王
朱
旦
の
「
漢
前
将
軍
壮
謬
侯
関
聖
帝
君
祖
墓
碑
記
」
に
基
づ
く
。
こ
れ
に
は
関
羽
の

生
涯
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
そ
れ
以
前
の
文
献
に
は
見
え
な
い
関
羽
の
祖
父
や
父
の
名
が
見
え
る
。
王
朱
旦
は
彼
ら
の
名
を
、
関



羽
の
父
の
旧
居
の
井
戸
か
ら
康
照
十
七
年
(
一
六
七
八
)
に
夢
の
お
告
げ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
巨
瓢
(
大
き
な
レ
ン
ガ
)
に
記
さ
れ
た
文

字
か
ら
知
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
書
か
れ
た
直
後
か
ら
、
こ
の
説
の
荒
唐
無
稽
を
非
難
す
る
論
説
は
多
く
、
巨
甑
は
贋
作
で
あ
る

疑
い
が
強
い
。

つ
ま
り
、
B
と

G

は
出
処
の
怪
し
い
説
を
「
本
伝
」
の
中
に
採
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
両
書
の
編
纂
ス
タ
ン

ス
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
関
羽
の
霊
験
(
夢
の
お
告
げ
)
を
妄
信
し
て
あ
り
が
た
が
っ
て
い
る
と
も
み
な
せ
よ
う
。

関
羽
が
沫
郡
に
い
た
る
原
因
に
つ
い
て
は
、
正
史
『
三
国
志
』
に
書
か
れ
て
い
な
い
。
A

・

B

・
C

・
E
-
G

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

た
だ
D

の
み
が
こ
れ
を
記
す
。
す
な
わ
ち
、
霊
帝
(
在
位
二
ハ
八
1

一
八
九
)
の
治
世
の
末
、
関
羽
は
近
所
で
非
常
に
悲
し
ん
で
い
る
の
を

聞
き
つ
け
、
韓
守
義
と
い
う
者
が
郡
の
有
力
者
の
呂
熊
に
迫
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
日
熊
は
七
姓
の
者
共
を
引
き
連
れ
て
{
臣
官
に
娼
び
へ
つ

ら
い
職
務
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
そ
こ
で
、
関
羽
は
目
を
か
っ
と
怒
ら
し
て
、
七
姓
の
者
共
を
訴
殺
し
、
深
郡
に
難
を

避
け
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
王
朱
日
一
「
漢
前
将
軍
壮
謬
侯
関
聖
帝
君
祖
墓
碑
記
」
や
B

「
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
所
収
の
聖
蹟
図
に
も
見

え
る

(
Dは
「
本
伝
」
に
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
載
し
な
が
ら
、
「
聖
蹟
図
」
に
は
見
え
な
い
)
。
こ
れ
に
類
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
加
害
者

た
る
「
郡
豪
」
や
被
害
者
の
名
に
い
ろ
い
ろ
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
も
の
の
、
清
・
椿
人
獲
『
堅
瓢
集
』
(
康
照
二
十
九
年
〔
一
六
九

O
〕
序
)
に
見
え
る
「
関
西
故
事
」
や
、
京
劇
(
「
斬
熊
虎
」
)
、
ま
た
中
国
各
地
で
収
集
・
整
理
さ
れ
て
い
る
民
間
伝
艇
に
も
見
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
元
至
治
年
間
(
二
三
二

1

一
=
一
二
三
)
刊
『
三
国
志
平
話
』
で
は
、
「
故
郷
の
県
の
役
人
が
、
財
を
貧
っ
て
賄
賂
を
好
み
、

庶
民
を
殺
害
す
る
の
で
、
県
令
を
殺
し
て
、
亡
命
・
逃
亡
し
、
深
郡
に
や
っ
て
き
た
」
と
関
羽
が
深
郡
に
来
た
理
由
を
説
明
し
、
元
末
明
初

の
小
説
『
三
国
志
演
義
』
で
も
、
関
羽
は
「
地
元
の
有
力
者
が
勢
力
を
侍
ん
で
人
々
を
い
じ
め
る
の
で
、
私
は
や
つ
を
殺
し
、
各
地
に
難
を - 35-(188) 



避
け
て
五
、
六
年
に
な
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
古
く
か
ら
関
羽
の
出
奔
に
ま
つ
わ
る
民
間
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
D

が
こ
う
い
っ
た
民
間
伝
説
も
「
本
伝
」
に
採
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

(
ニ
)
車
胃
を
斬
る

車
胃
は
、
呂
布
が
滅
び
た
後
、
徐
州
刺
史
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
正
史
「
三
国
志
』
武
帝
紀
に
は
、
「
劉
備
は
東
に
向
か
う
前
、
ひ
そ

か
に
董
承
ら
と
謀
反
を
企
て
て
い
た
。
下
部
に
到
着
す
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
徐
州
刺
史
の
車
胃
を
殺
し
、
挙
兵
し
て
浦
に
駐
屯
し
た
」
と
あ
り
、

ま
た
関
羽
伝
に
は
、
「
先
主
(
劉
備
)
が
徐
州
刺
史
の
車
胃
を
奇
襲
し
て
殺
害
し
た
時
、
関
羽
に
下
部
城
を
守
ら
せ
、
下
部
国
の
行
政
長
官

と
し
て
の
職
務
を
執
り
行
な
わ
せ
て
、
先
主
自
身
は
小
浦
に
戻
つ
が
」
と
あ
っ
て
、
関
羽
が
車
胃
を
斬
っ
た
と
は
書
い
て
い
な
い
。
文
献

A

・
B

・
C
-
E

も
同
様
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
D

『
聖
蹟
図
誌
』
とG

『
関
帝
全
書
』
は
関
羽
が
車
胃
を
斬
っ
た
と
す
る
。
D

に
は
、
「
先
主
は
東
に
向
か
う
前
、
献
帝
の

男
で
あ
る
車
騎
将
軍
の
董
承
ら
と
曹
操
を
抹
殺
し
よ
う
と
企
て
て
い
た
。
下
部
に
到
着
す
る
と
、
曹
操
が
ひ
そ
か
に
車
胃
を
派
遣
し
て
先
主

の
殺
害
を
謀
っ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
た
。
関
帝
は
そ
こ
で
徐
州
刺
史
の
車
胃
を
殺
し
た
。
先
主
は
関
帝
に
下
部
を
守
ら
せ
て
、
下
部
国
の

行
政
長
官
と
し
て
の
職
務
を
執
り
行
な
わ
せ
、
自
身
は
小
浦
に
戻
っ
て
駐
屯
し
た
」
と
あ
る
。

ま
た
、

G

に
も
、
「
建
安
四
年
(
一
九
九
)
、
先
帝
(
劉
備
)
は
董
承
ら
と
密
詔
を
受
け
、
曹
操
を
抹
殺
し
よ
う
と
企
て
た
。
た
ま
た
ま
曹

操
は
先
帝
に
衰
術
を
迎
え
撃
た
せ
、
大
い
に
討
ち
破
っ
た
。
先
帝
は
徐
州
に
軍
を
と
ど
め
た
。
古
田
操
は
徐
州
刺
史
の
車
胃
に
先
帝
を
何
と
か

さ
せ
よ
う
と
し
た
。
関
帝
は
こ
れ
に
感
づ
き
、
計
略
を
用
い
て
車
胃
を
詠
殺
し
、
先
帝
を
迎
え
て
、
徐
州
を
平
定
し
た
」
と
あ
る
。

『
三
国
志
平
話
」
巻
中
に
も
関
羽
が
車
胃
を
殺
す
場
面
が
あ
る
が
、
曹
操
が
車
胃
に
劉
備
を
殺
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
か
、
関
羽
が
計
略
を
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用
い
て
車
胃
を
殺
す
と
い
う
の
は
、
『
三
国
志
演
義
」
の
筋
立
て
で
あ(
μ。
D
と
G
が
三
一
国
志
演
義
』
の
プ
ロ
ッ
ト
を
「
本
伝
」
に
採
用

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

(
三
)
乗
燭
達E

関
羽
と
劉
備
の
夫
人
を
捕
ら
え
た
曹
操
は
、
君
臣
聞
の
札
を
乱
さ
ん
と
し
て
関
羽
と
劉
備
夫
人
を
同
室
に
泊
ま
ら
せ
る
。
関
羽
は
室
内
で

と
あ
し
た
い
た

夫
人
を
休
ま
せ
、
自
ら
は
灯
火
を
手
に
戸
外
に
立
ち
、
朝
ま
で
寝
ず
の
番
を
し
た
。
こ
れ
が
「
乗
燭
達
日
こ
(
燭
を
乗
り
て
旦
に
達
る
)
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
正
史
『
三
国
志
』
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
文
献
A

・

B

・

D

・

E

に
も
見
え
な
い
。

c

『
関
聖
陵
廟
紀
略
」
に
は
、
「
建
安
五
年
(
二O
O
)
正
月
、
曹
操
は
自
ら
軍
を
率
い
て
昭
烈
帝
(
劉
備
)
を
討
っ
た
。
昭
烈
帝
は
衰

- 37 ----,-

紹
の
も
と
に
逃
げ
た
。
曹
操
は
下
部
を
攻
め
落
と
し
、
侯
(
関
羽
)
と
昭
烈
帝
の
妻
を
捕
ら
え
て
帰
り
、
一
室
に
閉
じ
込
め
て
、
関
係
を
乱

そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
侯
は
朝
に
な
る
ま
で
灯
火
を
手
に
し
て
い
た
。
曹
操
は
関
羽
の
態
度
を
義
に
か
な
っ
て
い
る
と
】
評
し
た
」
と
「
乗
燭

達
日
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
見
え
る
。

ま
た
、
G

『
関
帝
全
書
』
に
は
、
「
建
安
五
年
春
、
曹
操
は
先
帝
(
劉
備
)
を
討
っ
た
。
先
帝
は
衰
紹
の
も
と
に
逃
げ
、
曹
操
は
先
帝
の

春
属
を
捕
ら
え
た
。
進
軍
し
て
下
部
に
関
帝
を
攻
め
、
関
帝
を
捕
ら
え
て
帰
っ
た
。
曹
操
は
計
略
に
よ
っ
て
関
帝
を
陥
れ
よ
う
と
し
た
が
、

関
帝
は
厳
格
に
君
臣
の
け
じ
め
を
守
っ
た
の
で
、
曹
操
は
敬
意
を
深
め
(
が
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
乗
燭
達
旦
」
の
こ
と
を
具
体
的
に
は
書

か
な
い
が
、
曹
操
が
計
略
に
よ
っ
て
関
羽
を
陥
れ
よ
う
と
し
た
と
い
う
件
は
、
や
は
り
「
乗
燭
達
日
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

そ
も
そ
も

G

は
全
体
的
に
記
述
が
簡
略
に
過
ぎ
る
。

正
史
に
は
見
え
な
い
「
乗
燭
達
旦
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
が
、
明
代
の
戯
曲
選
集
『
風
月
錦
嚢
」
所
収
の
「
三
国
志
大
全
」
、
明
・
無
(186) 



名
氏
撰
の
伝
奇
「
古
城
記
」
第
十
六
齢
「
乗
燭
」
、
明
代
の
戯
曲
選
集
『
詞
林
一
枝
」
巻
二
所
収
の
伝
奇
「
古
城
記
」
、
明
代
の
戯
曲
選
集

(185) 

『
郡
音
類
選
』
巻
十
二
所
収
の
伝
奇
「
桃
園
記
」
と
い
っ
た
戯
曲
作
品
に
は
見
え
る
。一
方
、
『
三
国
志
演
義
』の
本
文
に
「
乗
燭
達
旦
」
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
入
る
の
は
清
代
の
毛
宗
山
岡
本
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
注
釈
で
触
れ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
金
文
京
氏

の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
に
注
釈
を
つ
け
た
『
通
鑑
』
学
者
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
ろ

う
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
れ
が
ま
ず
戯
曲
に
採
用
さ
れ
、
後
に
『
三
国
志
演
義
」
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
た
よi
m
o

は
、
「
乗
燭
達
旦
」
は
『
資
治
通
鑑
』

C
と

G

の
「
乗
燭
達
日
こ
は
ど
れ
に
も
と
づ
い
た
の
か
。
三
つ
の
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
は
、
『
通
鑑
』
学
者
の
作
っ
た
『
資
治

通
鑑
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
る
。
特
に
、
比
較
的
史
実
に
忠
実
な
C

は
『
通
鑑
」
系
の
書
物
に
拠
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
は
、
戯
曲
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
関
羽
の
事
蹟
に
対
す
る
知
識
人
の
理
解
が
俗
文
学
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
の
大

の
毛
宗
山
岡
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
田
望
氏
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
お
い
て
毛
宗
山
岡
本
が
本
格
的
に
普
及
し
た

の
は
清
の
道
光
・
成
豊
以
降
で
あ
る
と
い
(
い

o
G
は
成
豊
八
年
(
一
八
五
八
)
の
初
刻
で
あ
る
か
ら
毛
宗
山
岡
本
の
影
響
を
受
け
て
い
て
も
不

第
三
は
、
『
三
国
志
演
義
』

。
。

今
、v

き
な
裏
付
け
と
な
る
。

思
議
は
無
い
が
、
康
照
四
十
年
(
一
七
O

ご
初
刻
の

C

も
毛
宗
山
岡
本
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
す
れ
ば
、

北
(
智
で
す
で
に
毛
宗
山
岡
本
が
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
興
味
深
い C

が
編
纂
さ
れ
た
当
時
の
湖

(
現
存
す
る
毛
宗
山
岡
本
で
刊
行
年
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
最
古
の
も

の
序
を
持
つ
酔
耕
堂
刊
本
『
四
大
奇
書
第
一
種
』
で
あ
る
。
小
川
環
樹
氏
は
毛
宗
山
岡
本
の
完
成
を
康
照

五
年
〔
一
六
六
六
〕
よ
り
も
前
だ
ろ
う
と
推
定
す
る
)
。

の
は
、
康
照
十
八
年
〔
一
六
七
九
〕



(
四
)D

『
聖
蹟
図
誌
』
に
の
み
見
え
る
史
実
と
異
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

D

『
聖
蹟
図
誌
」
に
は
、
他
の
「
関
羽
文
献
」
に
は
見
え
な
い
史
実
(
史
書
の
記
載
)
と
は
異
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
く
含
ま
れ
る
。
そ

れ
ら
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
。

①
劉
関
張
が
義
兄
弟
と
な
る
、
②
酒
を
温
め
て
華
雄
を
斬
る
、
③
張
遼
を
救
う
、
④
許
田
の
狩
猟
で
献
帝
に
対
し
て
無
礼
を
働
い
た
曹

操
を
殺
そ
う
と
す
る
、
⑤
三
事
を
約
す
、
⑥
関
所
破
り
、
⑦
察
陽
を
斬
っ
て
張
飛
の
疑
い
を
解
く
、
③
周
倉
を
得
る
、
⑤
義
も
て
黄
忠

を
釈
す
、
⑮
華
陀
の
手
術
を
受
け
る
、
⑪
堤
防
を
決
壊
さ
せ
て
子
禁
の
七
軍
を
お
ぼ
れ
さ
せμ
、
⑫
関
羽
の
卒
年
は
六
十
歳
、
⑬
関
羽

の
ひ
げ
は
龍
の
化
身

こ
の
う
ち
、
①
1

⑪
は
小
説
『
三
国
志
演
義
』
に
見
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
①
・
⑤
・
⑥
・
⑦
・
⑩
・
⑪
は
『
三
国
志
演
義
』
に
先

Q
J
 

今
、u

行
す
る
『
三
国
志
平
話
』
や
雑
劇
に
す
で
に
類
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
見
え
る
が
、
細
か
い
内
容
は
『
三
国
志
演
義
」
の
筋
立
て
と
基
本
的
に

一
致
す
る
。

⑫
は
、
関
羽
が
延
嘉
三
年
二
六

O
)
に
生
ま
れ
た
と
す
る
D

所
収
の
聖
蹟
図
に
符
合
す
る
。
関
羽
が
死
ん
だ
の
は
建
安
二
十
四
年
(
二

一
九
)
だ
か
ら
で
あ
る
。
尚
、
「
三
国
志
演
義
』
の
毛
宗
山
岡
本
で
は
関
羽
の
卒
年
を
五
十
八
歳
と
し
て
い
る
。

⑬
に
つ
い
て
、
大
塚
秀
高
氏
は
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
流
布
し
、
だ
し
た
の
は
、
明
の
弘
治
年
聞
か
ら
万
暦
年
間
に
か
け
て
で
あ
ろ
う
と
推

測
す
(
μ
oそう
で
あ
れ
ば
、
『
三
国
志
演
義
』
の
成
立
よ
り
も
後
に
な
り
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
「
三
国
志
演
義
』
に
な
く
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。
尚
、

D

所
収
の
聖
蹟
図
に
は
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
、
⑫
と
同
様
に
⑬
も
聖
蹟
図
と
符
号
す
る
。

⑫
・
⑬
が
上
記
の
よ
う
に
出
処
を
異
と
す
る
ほ
か
は
、
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
基
本
的
に
『
三
国
志
演
義
』
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

(184) 

D

は
他
の
「
関
羽
文
献
」
に
比
べ
、
よ
り
多
く
『
三
国
志
演
義
」
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
え
る
。



(
五
)
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
挿
入
位
置

各
「
関
羽
文
献
」
の
「
本
伝
」
に
ひ
と
し
く
(
或
い
は
ほ
と
ん
ど
に
)
見
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
挿
入
位
置
が
異
な
る

場
合
が
あ
る
。
そ
の
状
況
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

m
w孫
権
が
萄
を
取
ろ
う
と
し
て
劉
備
に
阻
ま
れ
た
こ
と

-
建
安
十
五
年
合
二

O
)
頃
、
劉
備
の
入
局
直
前
に
挿
入

B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
、D

『
聖
蹟
図
誌
』
、G

『
関
帝
全
書
』

-
建
安
二
十
年
(
一
二
五
)
の
「
単
万
会
」
の
前
に
過
去
を
振
り
返
る
形
で
挿
入

A

『
漢
前
将
軍
関
公
洞
志
』
、C

「
関
聖
陵
廟
紀
略
」
、E

『
関
帝
志
』

ω
馬
超
に
関
す
る
関
羽
と
諸
葛
亮
の
手
紙
の
や
り
と
り

-
建
安
十
九
年
(
一
二
四
)
、
萄
平
定
の
後
に
挿
入

A

『
漢
前
将
軍
関
公
洞
志
』
、C

『
関
聖
陵
廟
紀
略
』
、D

『
聖
蹟
図
誌
』
、E

『
関
帝
志
」

-
建
安
二
十
四
年
(
一
二
九
)
、
関
羽
の
前
将
軍
任
命
直
後
に
過
去
を
振
り
返
る
形
で
挿
入

B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』

m
w関
羽
が
骨
を
け
ず
る
手
術
を
受
け
る

-
建
安
十
九
年
(
一
二
四
)
、
馬
超
に
関
す
る
関
羽
と
諸
葛
亮
の
手
紙
の
や
り
と
り
の
後
に
挿
入

A

『
漢
前
将
軍
関
公
洞
志
』
、
C

『
関
聖
陵
廟
紀
略
』
、E

『
関
帝
志
』

(183) -40-



-
建
安
二
十
四
年
(
一
二
九
)
、
関
羽
の
前
将
軍
任
命
直
後
に
過
去
を
振
り
返
る
形
で
挿
入

B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
、D

『
聖
蹟
図
誌
』
、G

『
関
帝
全
書
』

仰
前
将
軍
任
命
と
焚
城
攻
撃
開
始
の
先
後
関
係

-
前
将
軍
任
命
が
先

A

『
漢
前
将
軍
関
公
桐
志
」
、B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
、C

『
関
聖
陵
廟
紀
略
』
、E

『
関
帝
志
』
、G

「
関
帝
全
書
』

-
奨
城
攻
撃
開
始
が
先

D

『
聖
蹟
図
誌
』

m
w孫
権
が
援
軍
を
申
し
入
れ
た
時
に
関
羽
と
の
間
で
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル

-
子
禁
の
軍
を
水
没
さ
せ
た
後
に
振
り
返
る
形
で
挿
入

A

『
漢
前
将
軍
関
公
洞
志
』
、E

『
関
帝
志
』

-
孫
権
が
関
羽
と
の
縁
組
を
求
め
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
後
に
挿
入

B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
、C

『
関
聖
陵
廟
紀
略
』
、D

『
聖
蹟
図
誌
』
、G

『
関
帝
全
書
』

的
陸
遜
が
関
羽
に
へ
り
く
だ
っ
た
内
容
の
手
紙
を
送
る

-
陸
遜
が
日
蒙
に
代
わ
っ
て
陸
口
に
赴
任
し
た
直
後
に
挿
入

A

『
漢
前
将
軍
関
公
洞
志
』
、C

『
関
聖
陵
廟
紀
略
』
、E

『
関
帝
志
』

-
関
羽
の
死
後
に
振
り
返
る
形
で
挿
入

B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
、D

「
聖
蹟
図
誌
』
、G

『
関
帝
全
書
』

- 41 (182) 



m
w
趨
憶
が
曹
仁
に
関
羽
を
追
撃
し
な
い
方
が
よ
い
と
献
策

-
関
羽
が
荊
州
陥
落
を
聞
い
て
引
き
上
げ
た
直
後
に
挿
入

A

『
漢
前
将
軍
関
公
洞
志
』
、C

『
関
聖
陵
廟
紀
略
』

-
関
羽
の
死
後
に
振
り
返
る
形
で
挿
入

B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
、D

『
聖
蹟
図
誌
』
、G

『
関
帝
全
書
』

必
ず
し
も

ω
ー
の
の
全
て
に
合
致
し
て
は
い
な
い
が
、
以
上
の
全
体
的
な
傾
向
か
ら
、

A
・
B

・
C

・
D
-
E

・
G

の
「
関
羽
文
献
」
を

大
ま
か
に
次
の
二
つ
に
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

〔
グ
ル
ー
プI
〕
A

『
漢
前
将
軍
関
公
洞
志
』
、C

『
関
聖
陵
廟
紀
略
』
、E

「
関
帝
志
』

〔
グ
ル
ー
プE
〕
B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
、D

『
聖
蹟
図
誌
』
、G

『
関
帝
全
書
」

四
、
ま
と
め

前
節
で
は
、
「
関
羽
文
献
」
の
「
本
伝
」
か
ら
注
意
す
べ
き
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
事
柄
を
と
り
上
げ
て
検
討
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
検
討

を
ふ
ま
え
て
、
対
象
と
し
た
「
関
羽
文
献
」
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
る
。

前
節
に
お
い
て
、
あ
ま
り
話
題
と
な
ら
な
か
っ
た
文
献
が
あ
る
。

A

「
漢
前
将
軍
関
公
洞
志
』
とE

『
関
帝
志
』
で
あ
る
。
前
節
で
は
主

に
正
史
『
三
国
志
」
の
記
載
と
の
違
い
に
注
目
し
た
。
A
と

E

は
比
較
的
史
実
(
史
書
の
記
載
)
に
忠
実
で
あ
る
た
め
、
あ
ま
り
触
れ
な
か

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
史
実
に
比
較
的
忠
実
で
あ
る
こ
と
が
こ
れ
ら
の
文
献
の
特
徴
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
文
献
は
い
ず
れ
も
そ
の
序
文

に
お
い
て
、
先
行
文
献
の
誤
り
を
正
す
と
い
う
方
針
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
誤
り
を
正
す
と
い
う
方
針
は
、
「
本
伝
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、 (181) -42-



で
き
る
だ
け
史
実
に
忠
実
に
ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
(
μ
o

ま
た
、

C

『
関
聖
陵
廟
紀
略
」
も
、
史
実
で
は
な
い
「
乗
燭
達
日
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
「
本
伝
」
に
採
用
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
以

外
の
部
分
に
つ
い
て
は
や
は
り
史
実
に
比
較
的
忠
実
で
あ
る
。
こ
の

C

と
先
の
A

・

E

は
、
ち
ょ
う
ど
前
節
の
終
わ
り
に
掲
げ
た
〔
グ
ル
l

プ
I

〕
に
当
た
る
。
さ
ら
に
、
前
節
で
話
題
と
し
な
か
っ
た

F

『
関
帝
事
蹟
徴
信
編
』
の
「
本
伝
」
は
正
史
『
三
国
志
』
関
羽
伝
と
ほ
ぼ
同

文
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、

F

も
史
実
に
忠
実
な
文
献
で
あ
る
。
〔
グ
ル
ー
プ
I

〕
に
F

を
加
え
た
四
文
献
は
、
俗
説
を
排
し
歴
史
的
な
正
確

さ
を
旨
と
し
た
い
わ
ば
「
ま
じ
め
」
な
文
献
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
編
纂
者
の
関
羽
崇
拝
に
対
す
る
態
度
は
比
較
的
冷
静
と
い
え
よ
う
。
C

が
載
せ
る
「
乗
燭
達
日
一
」
も
俗
文
学
に
起
源
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
「
ま
じ
め
」
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
み
な
せ
る
。

一
方
、
残
っ
た
三
つ
の
文
献
、
B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
」
、D

『
聖
蹟
図
誌
」
、G

「
関
帝
全
書
』
は
前
節
の
〔
グ
ル
ー
プE
〕
に

属
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
。

①
王
朱
日
一
「
漢
前
将
軍
壮
謬
侯
関
聖
帝
君
祖
墓
碑
記
」
に
基
づ
く
聖
蹟
図
を
収
録
し
、
聖
蹟
図
に
基
づ
く
説
を
「
本
伝
」
に
採
用
し
て
い

る
。
王
朱
旦
が
贋
作
の
疑
い
が
濃
い
巨
執
を
根
拠
に
し
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
、
文
献

B

・

D
-
G

は
出
処
の
怪
し
い
説
も
盲
信
し

て
取
り
込
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

②
小
説
『
三
国
志
演
義
』
を
中
心
に
、
俗
文
学
の
影
響
を
多
く
受
け
て
い
る
。
特
に
、
D

は
『
三
国
志
演
義
』
の
影
響
が
強
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
三
つ
の
文
献
の
中
に
も
序
文
に
お
い
て
先
行
文
献
の
誤
り
を
正
す
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
編
纂
者
に
と
っ
て
、
「
本
伝
」
に
お
い
て
誤
り
を
正
す
こ
と
と
は
、
関
羽
に
関
す
る
言
説
を
で
き
る
だ
け
取
り
込
む
こ
と
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
編
纂
者
に
と
っ
て
の
関
羽
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
け
で
あ
る
。
逆
に
イ
メ
ー
ジ
を
損
な

う
も
の
は
入
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
関
羽
が
故
郷
か
ら
出
奔
し
た
時
、
関
羽
の
父
母
は
井
戸
に
身
を
投
げ
て
死
ん
だ
と
い
う
伝
説
も
あ
っ

-43 -(180) 



た
よ
う
だ
が
、
親
を
死
に
追
い
や
っ
た
と
い
う
話
は
関
羽
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
う
。
そ
の
た
め
、
人
々
は
な
る
べ
く
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は

触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
も
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
と
ま
れ
、
関
羽
に
関
す
る
言
説
を
で

き
る
だ
け
取
り
込
む
と
い
う
姿
勢
は
、
こ
れ
ら
三
文
献
の
編
纂
者
が
熱
烈
に
関
羽
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

一
口
に
「
関
羽
文
献
」
の
「
本
伝
」
と
い
っ
て
も
、
関
羽
崇
拝
に
対
し
て
冷
静
な
態
度
で
編
纂
さ
れ
た
史
実
に
比
較
的
忠
実
な
も
の
と
、

関
羽
に
対
す
る
熱
烈
な
信
仰
心
を
も
っ
て
編
纂
さ
れ
、
関
羽
に
関
す
る
言
説
を
で
き
る
か
ぎ
り
取
り
込
ん
だ
も
の
と
に
大
き
く
二
極
分
化
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

注l 

関
羽
崇
拝
に
つ
い
て
は
様
々
な
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
な
も
の
を
挙
げ
る
に
と
ど
む
。
井
上
以
智
為
「
関
羽
桐
廟
の
由
来

並
に
変
遷
」
(
『
史
林
』
二
六
|
一
・
二
、
一
九
四
一
年
)
、
大
矢
根
文
次
郎
「
関
羽
と
関
羽
信
仰
」
(
一

)
l
(
四
)
(
『
東
洋
文
化
』
第
二
百

二
十
四
・
二
百
二
十
五
・
二
百
二
十
八
・
二
百
二
十
九
号
、
一
九
四
三
・
四
四
年
)
、
原
田
正
巳
「
関
羽
信
仰
の
二
三
の
要
素
に
つ
い
て
」

(
『
東
方
宗
教
』
第
八
・
九
合
集
号
、
一
九
五
五
年
)
、
黄
華
節
『
関
公
的
人
格
与
神
格
」
(
人
人
文
庫
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
七
年
)
、

金
文
京
『
一
二
国
志
演
義
の
世
界
』
(
東
方
選
書
、
東
方
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
四
九1

一
五
五
頁
)
、
察
東
洲
・
文
廷
海
『
関
羽
崇
拝
研
究
』

(
巴
萄
書
社
、
二O
O

一
年
)
、
二
階
堂
善
弘
『
中
国
の
神
さ
ま
神
仙
人
気
者
列
伝
」
(
平
凡
社
新
書
、
平
凡
社
、
二
O
O
二
年
、
二
一
{
)
四

O
頁
)
、
顔
清
洋
『
関
公
全
伝
』
(
台
湾
学
生
書
局
、
二O
O
二
年
)
。

世
系
・
翰
墨
・
墳
廟
・
聖
蹟
図
・
遺
跡
・
年
表
な
ど
。

「
漢
前
将
軍
関
公
洞
志
』
で
は
「
本
伝
志
」
、
『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
で
は
「
本
伝
考
」
、
『
聖
蹟
図
誌
』
で
は
「
帝
君
本
伝
」
と
な
っ

て
い
る
。
『
関
帝
事
蹟
徴
信
編
』
で
は
「
伝
」
と
し
、
そ
の
後
に
「
三
国
志
罫
書
本
伝
」
と
あ
る
。

各
文
献
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
大
塚
秀
高
編
「
関
羽
関
係
文
献
目
録
兼
所
蔵
目
録
」
(
『
中
国
に
お
け
る
「
物
語
」
文
学
の
盛
衰
と
そ
の

2 3 4 
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モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
|
|
俗
文
学
、
と
り
わ
け
俗
曲
と
宝
巻
を
中
心
に
|
|
』
、
平
成
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
一
般
研
究
〈C
〉
〕
研

究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
六
年
)
、
お
よ
び
「
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
漢
籍
目
録
」(
F
Sミ
司
君
主
古

2
B
E
S。
-
R
お
涛
自
門S
F
5
0
も
参
照
し

た
。

『
関
帝
事
蹟
徴
信
編
』
巻
三
十
「
書
略
」
に
拠
る
。

前
掲
注

(
4
)大
塚
氏
目
録
は
初
刻
を
乾
隆
三
十
八
年
(
一
七
七
三
)
と
す
る
が
、
こ
れ
は
『
販
書
偶
記
」
に
拠
っ
た
も
の
。

吾
州
奮
有
閑
公
集
、
刊
刻
非
一
次
実
。
蒐
集
間
多
郡
但
、
詮
次
亦
頗
舛
君
。

其
見
於
稗
官
野
史
之
不
足
信
、
抑
阻
而
無
文
者
則
削
去
之
。

考
先
是
元
胡
光
珪
・
明
呂
淫
野
・
越
新
盤
及
園
朝
張
運
青
諸
君
子
代
有
輯
書
、
但
或
略
而
未
備
、
且
歴
年
久
遠
、
葉
本
亦
復
残
快
。
遂
於
公

館
之
暇
、
悉
心
採
輯
、
加
以
管
見
、
輿
郡
孝
廉
喬
君
事
時
憧
、
参
互
而
考
訂
之
、
集
成
四
巻
。

海
昌
周
子
耕
庄
・
武
原
崖
子
秋
谷
、
素
巌
事
神
而
憧
流
停
者
之
多
詑
也
。
於
是
慶
捜
博
采
而
務
別
白
之
。

D

『
聖
蹟
図
誌
』
巻
一
「
蒐
采
群
書
」
に
お
い
て
編
者
の
葛
掃
は
、
「
准
陰
慮
湛
、
字
溶
深
、
鎮
園
以
昭
聖
蹟
、
其
所
釆
源
委
云
云
。
嵩
較
其

撰
述
、
闇
幽
護
秘
、
因
麗
其
事
而
葺
之
。
縞
嘆
溶
深
好
古
、
能
龍
聖
心
也
」
と
述
べ
、
「
弁
言
」
(
序
文
)
で
は
、
「
愛
是
、
取
締
河
子
公
所
刻

奮
園
、
錆
若
干
頁
、
装
漬
成
峡
」
と
述
べ
る
(
「
線
河
子
公
」
は
、B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
に
序
文
を
寄
せ
た
河
道
総
督
の
子
成
龍

を
指
す
。
よ
っ
て
、
「
総
河
子
公
所
刻
奮
園
」
と
は
、
B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
の
こ
と
で
あ
る
)
。

関
羽
の
詮
が
「
壮
謬
侯
」
か
ら
「
忠
義
侯
」
に
改
め
ら
れ
た
の
は
、
乾
隆
四
十
一
年
(
一
七
七
六
)
。
し
か
る
に
、
F

『
関
帝
事
蹟
徴
信
編
』

が
最
初
に
出
版
さ
れ
た
の
は
、
乾
隆
三
十
九
年
(
一
七
七
四
)
で
あ
る
。
重
刻
さ
れ
た
時
に
詮
が
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
正
史
『
三
国
志
」
に
つ
い
て
は
、
陳
寿
撰
、
陳
乃
乾
校
点
『
三
国
志
』
全
五
冊
(
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
版
〔
一
九
五
九
年
初

印
〕
)
を
用
い
た
。

D

『
聖
蹟
図
誌
』
も
聖
蹟
図
を
収
め
て
お
り
、
関
羽
の
出
身
地
を
「
解
梁
常
平
村
賓
池
里
」
と
す
る
。

常
平
下
橋
郁
、
即
侯
故
居
、
今
建
廟
。

将
軍
姓
関
名
羽
、
河
東
解
梁
人
。
(
『
全
唐
文
』
巻
六
八
四
。
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
版
に
拠
る
。
)

B

『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
・G

『
関
帝
全
書
』
等
に
収
録
さ
れ
る
。

祖
父
は
名
を
審
、
字
を
問
之
、
号
を
石
磐
と
い
い
、
父
は
名
を
毅
、
字
を
道
遠
と
い
う
と
記
す
。

(178) 
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19 

一
九
九
四
年
)
に
詳
し
い
考
証
が

(177) 

20 

こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
大
塚
秀
高
「
関
羽
の
物
語
に
つ
い
て
」
(
『
埼
玉
大
学
紀
要
』
三O

、

あ
る
。

例
え
ば
、
湖
北
省
群
衆
芸
術
館
編
、
江
雲
・
韓
致
中
主
編
『
三
国
外
伝
』
(
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
六
年
)
に
は
、
「
関
公
的
業
与
験
」

(
一
二
頁
)
、
「
関
公
出
世
的
伝
説
」
(
一
六
頁
)
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

因
本
牒
官
員
、
貧
財
好
賄
、
酷
害
剰
余
民
、
将
牒
令
殺
了
、
亡
命
逃
遁
、
前
往
深
郡
。
(
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
全
相
平
話
』
所
収
『
至

治
新
刊
全
相
平
話
三
国
志
』
に
拠
る
。
)

因
本
慮
豪
覇
情
勢
欺
人
、
関
某
殺
之
、
逃
難
江
湖
五
六
年
実
。
(
『
三
国
志
演
義
』
嘉
靖
壬
午
本
巻
一
。
羅
貫
中
『
三
国
志
通
俗
演
義
』
〔
人
民

文
学
出
版
社
、
一
九
七
四
年
〕
に
拠
る
。
)

備
之
未
東
也
、
陰
輿
董
承
等
謀
反
。
至
下
部
、
遂
殺
徐
州
刺
史
車
胃
、
血
中
兵
屯
滞
。

先
主
之
襲
殺
徐
州
刺
史
車
胃
、
使
羽
守
下
部
城
、
行
太
守
事
、
而
身
還
小
浦
。

先
主
之
未
東
也
、
血
〈
献
帝
自
男
車
騎
将
軍
董
承
等
謀
訴
操
。
至
下
部
、
聞
操
暗
遣
車
胃
謀
殺
先
主
。
帝
遂
殺
徐
州
刺
史
車
胃
。
先
主
令
帝
守

下
部
、
行
太
守
事
、
自
還
屯
小
浦
。

建
安
四
年
、
先
帝
血
ハ
董
承
等
受
密
詔
、
謀
訴
曹
操
。
曾
操
令
先
帝
逝
裳
術
、
大
破
之
。
先
帝
駐
軍
徐
州
。
操
使
徐
州
刺
史
車
胃
園

先
帝
。
帝
貴
之
、
計
訴
胃
、
迎
先
帝
、
定
徐
州
。

(
G
『
関
帝
全
書
』
の
「
本
伝
」
で
は
、
関
羽
や
劉
備
を
表
す
語
の
前
に
空
格
が
あ
る
。
)

嘉
靖
壬
午
本
巻
五
「
関
雲
長
襲
斬
車
由
円
」
。

五
年
正
月
、
操
自
持
撃
昭
烈
。
昭
烈
奔
衰
紹
。
操
攻
抜
下
部
、
得
侯
及
昭
烈
妻
子
以
時
、
閉
一
室
中
、
欲
乱
之
、
侯
乗
燭
達
旦
。
操
義
之
。

五
年
春
、
操
撃
先
帝
。
先
帝
奔
紹
、
操
獲
先
帝
春
属
。
進
攻
帝
於
下
部
、
以
帝
蹄
。
操
以
計
陥
帝
、
帝
大
節
凍
凍
、
操
加

敬
罵
。

前
掲
注

(
1
)金
氏
著
書
二
=
ニ
1

一
三
四
頁
。

上
田
望
「
毛
論
、
毛
宗
山
岡
批
評
『
四
大
奇
書
三
国
志
演
義
』
と
清
代
の
出
版
文
化
」
(
『
東
方
学
』
第
百
一
輯
、
二
O
O

一
年
)
。

C

『
関
聖
陵
廟
紀
略
』
は
、
湖
北
省
当
陽
県
章
郷
の
関
帝
陵
廟
の
修
築
を
-
記
念
し
て
、
当
陽
県
教
諭
の
王
再
書
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。

小
川
環
樹
「
『
三
国
演
義
』
の
毛
声
山
批
評
本
と
李
笠
翁
本
」
(
「
神
田
博
士
還
暦
記
念
書
誌
学
論
集
』
平
凡
社
、
一
九
五
七
年
。
の
ち
小
川
環

樹
『
中
国
小
説
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
)
。
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正
史
『
三
国
志
』
に
よ
れ
ば
、
子
禁
の
七
軍
が
お
ぼ
れ
た
の
は
、
関
羽
が
堤
防
を
決
壊
さ
せ
た
た
め
で
は
な
く
、
長
雨
で
漢
水
が
氾
濫
し
た

こ
と
に
よ
る
(
子
禁
伝
・
関
羽
伝
な
ど
)
。

関
羽
が
死
ぬ
前
の
晩
、
夢
に
黒
い
衣
を
着
た
男
が
現
れ
、
「
私
は
北
海
の
龍
で
、
あ
な
た
の
ひ
げ
に
附
し
て
あ
な
た
の
勇
猛
さ
の
手
助
け
を
し

て
い
ま
し
た
。
今
命
数
が
尽
き
た
の
で
お
別
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
言
っ
た
。
翌
朝
、
関
羽
の
ひ
げ
の
う
ち
、
特
に
長
い
一
本
が
落

ち
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
。

王
朱
旦
「
漢
前
将
軍
壮
謬
侯
関
聖
帝
君
祖
墓
碑
記
」
に
も
記
さ
れ
る
。

前
掲
注
(
川
口
)
大
塚
氏
論
文
。

た
だ
し
、
張
飛
の
字
を
「
翼
徳
」
と
す
る
な
ど
、
俗
文
学
の
影
響
か
ら
完
全
に
は
脱
し
切
れ
て
い
な
い

前
掲
注

(
ω
)大
塚
氏
論
文
参
照
。

35 39 38 37 36 

(
C
『
関
聖
陵
廟
紀
略
』
も
同
じ
)
。

付
記本

稿
は
三
国
志
学
会
第
二
回
大
会
(
二
O
O
七
年
七
月
二
十
九
日
、
於
大
東
文
化
大
学
)
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

発
表
の
際
に
は
大
塚
秀
高
先
生
・
金
文
京
先
生
を
は
じ
め
諸
氏
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
藷
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

守
-4. 

(176) 


